
第２回「浦和都市デザインプロジェクト」を開催しました！

『歩いて暮らせるまちづくりのデザイン』
〜浦和のウォーカブル〜

MSCTY.SPACE創設者 ニック・ラスコム氏 東京大学 平野利樹氏

建築家 隈研吾氏

東洋大学 水村容子氏

•人の歩き方や歩く場所がどのように人の健康
に寄与し、影響を与えているのかなど、デー
タを検証できると面白いと思っており、浦和
のウォーカブル施策と合わせてチャレンジで
きると良いと思う。

東京大学 吉村侑司氏

•浦和のまちなかにおいて、ウォーカブルの推
進エリアを決めて、様々な取組をチャレンジ
して行けると良い。小さなスケールでも実験
的に何か試してみるというのはすごく良いこ
とだと思う。

•浦和のまちにはウォーカブルの要素が点在しており、
ウォーカブル施策との親和性が高い。
•浦和のまちでは、これまでの都市デザインの概念を
超え、人間の感性に響くようなことを、色々とチャ
レンジしていくことが必要だと思う。そうした実験
的な取組みを話題にしながら、市⺠の皆さんをまち
づくりに巻き込んでいくような循環が生まれていく
と良い。

•イギリスではレクリエーションの場として、
当たり前の様に芝生のある公園へ行き、遊ん
だり、走り回ったりしている。浦和のまちで
も芝生の空間を増やしていけると良いと思う。
•人の移動のルートにバラエティがあると都市
生活は魅力的で面白くなるだろうと思った。

•日本文化において、日本庭園がそうであるよ
うに、屋外空間の足ざわりに対して、非常に
敏感であったと思う。そうした日本人のDNA
に訴えかける都市のデザインを行えると、浦
和のまちはより魅力的になるのではないかと
思う。


